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県都岐阜市北の玄関口「黒野」県都岐阜市北の玄関口「黒野」
東海環状自動車道岐阜インターチェンジの開通
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令
和
二
年
、
黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

中
に
特
別
委
員
会
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
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発
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治
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長
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Ｃ
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勉
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の
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け
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地
区
一
帯
の
具

体
的
な
ま
ち
づ
く
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ラ
ン
を
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し
た
り

し
て
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ま
し
た
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ま
た
、
令
和
六
年
、
黒
野
、

西
郷
、
方
県
、
常
磐
が
中
心
と
な
り
、
近
隣

の
鷺
山
、
七
郷
、
木
田
地
区
に
も
協
力
を
得

て
、
整
備
促
進
の
署
名
活
動
を
行
い
、
同
年

六
月
に
一
万
五
千
余
筆
の
署
名
を
添
え
て
要

望
書
を
柴
橋
岐
阜
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

以
来
、
約
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
悲
願

の
岐
阜
Ｉ
Ｃ
が
四
月
に
開
通
。
岐
阜
薬
科
大

学
の
移
転
統
合
が
進
め
ら
れ
て
は
い
ま
す

が
、
岐
阜
市
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
黒
野
地

区
が
益
々
発
展
し
て
い
く
よ
う
今
後
と
も
一

帯
の
整
備
促
進
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

参
り
ま
す
。

開通した岐阜インターチェンジ全景開通した岐阜インターチェンジ全景

岐阜インターチェンジ料金所 プレイベントウォーキングを楽しむ参加者

裏面へ



第 20 号	 令和7年5月10日　（2）黒 野 ま ち 協 だ よ り

歴史と文化のまち
「黒野」

会　　　長	 西垣　　薫	（自治会連合会会長）

副　会　長	 堀田　啓二	（自治会連合会副会長）

　　〃	 郷　　丈文	（自治会連合会副会長）

　　〃	 木下三千男	（自治会連合会副会長）

委　　　員	 黒田富貴子	（黒野公民館館長）

　　〃　	 上村佳代子	（民生児童委員協議会会長）

　　〃　	 河口　耕三	（黒野城と加藤貞泰公研究会会長）

　　〃　	 笹田　良司	（体育振興会会長）

　　〃　	 清水　　稔	（白寿会連合会会長）

　　〃　	 川脇　秀樹	（青少年育成市民会議会長）

委　　　員	 田口　勝廣	（社会福祉協議会主事）

　　〃　	 玉木　政芳	（まちづくり協議会前事務局長）

会　　　計	 池本　孝夫	（自治会連合会会計）

監　　　事	 伊藤　英雄	（交通安全協会黒野支部長）

　　〃　	 國島　嘉樹	（自治会連合会監事）

相　談　役	 平野　恭子	（岐阜県議会議員）

　　〃　	 黒田　育宏	（岐阜市議会議員）

　　〃　	 大塚　翔太	（岐阜市議会議員）

事 務 局 長	 岩本　修治
事務局次長	 河口　嘉男
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黒野ラジオ
体操会

夜間青色安全パトロール

黒野歴史探訪

岐阜大学看護学科地域連携事業

地域安全指導員の
協力を得て
実施しています

黒野まちづくり協議会の
主な行事


